
臨床研究に関するお知らせ

石J11果設中央病院産婦人科では、論理委員会の承認を得て下記の臨来研究を実施しています。関

誌各伎のご理解とご協力をお額い申し上げます。

{研究課題名]膿膜外リンパ蹄切除を含む襲腔鏡下子宮体癌手術における内搬脂肪量と手倍難度の

検討

[対象となる方}石川県立中央痛院産婦人科において 2000年� 1月� 1日から� 2017年� 12 A31日まで

に護摸外リンパ範境捨を含む膿控麓下子宮体癌手話ぎを受けられた方。

[意義・目的]子護体癌に対して辻学術治蝶が行われています。一般的iこ手街難易度と肥溝の関に

は相関があり、手術時開の延長などの影響を及ぼします。また、� sE溝は子宮体痛発症リスクにもな

ります。これまで、肥満の評髄として耳目Iが多く用いられていますが、高実艶満症例では無い主主例

でも盟Iでは説明できないような手術難度の高い患部は存在しており、BMIの評植のみでは適拐では

ない可能性があります。ミ議院では腹膜タトヲンパ節切i濯を含む腹腔鏡下子宮体癌手術に対し、術前� 

3D-Cτ で血管走行を確認、するなどの安全対策を行っています。本研究は更に手術の安全性向上を邑指

し、術離に手術難易度静錨を可能とする国子を探索する昌的で計画しました。

[方法]若川県立中央鶏腕婦人科で援摸外リンパ欝切除会合む膜控鏡下子宮体癌手街安受けた患者

謙を抽出して、カルテから手前日寺情報の解析を行いま

[予謝される不利益(負控・リスク)及び利益]ニの研究を行うことで患者識に負担が生じることは

ありません。また、本研究により被験者となった患者さんが室接受けることのできる利益及び不利

益リスク)はありませんが、研究成果は手術の安全性向上の一助になる可艦性が高いと考えます。

[鶴人情報の管理について】鱒人.r-警報漏洩をi芳ぐため、情人を特定できる博報を出換し、暗号化な

どの歳格な対策を取り、第三者が髄入費報を閲覧することができないようにしております。ま，山

本軒究の実撞通報及びその結果の公謙(学会や論文等)の際には、患者さんを特定できる矯報は一

切含まれません。� 

iその地}研究への不参加を申し出ても今後の診察において不科益を被ることは一切ありません。

[問い合わせ先}

研究実謹機関名:石川県立中央病院

:石川熟金沢市鞍月東 2γ日1番地

電話:076-237-8211 

研究費任者石川県立中央摘院藤婦人科科長平場勉

研究担当者石川県立中央病院産婦人科援長中尾光賓館


